
昭和31年11月9日第三種郵便物認可　平成23年1月1日発行（奇数月1日発行）　加入者向広報［共済だより］レター　第77号　通巻第643号

加 入 者 向 広 報 共済共済だより

月号

Vol. 77

2011

●平成23年　年初に想う　理事長　河田　悌一
●退職される皆さんへ ～福祉事業の手続き～
●退職共済年金を請求するときのポイント

●平成22年度
　共済業務の事業計画と予算
●夏休みにご利用ください
●目指そう！
　脱メタボリックシンドローム



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
加
入
者
、
ご
家
族
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
学
事
業
団
は
、
短
期
給
付
（
医
療
）、

長
期
給
付
（
年
金
）
及
び
福
祉
事
業
を
一
体
的

に
運
営
し
つ
つ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
制

度
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
国
は
昨
今
の
人
口
の
減
少
や
高
齢
化

の
進
行
に
よ
っ
て
、
医
療
や
年
金
を
中
心
に
社

会
保
障
制
度
政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
ど
も
の
私
学
共
済
制
度
も
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
短
期
給
付
事
業

で
は
、
加
入
者
の
皆
様
の
強
い
要
望
で
も
あ
り

ま
し
た
加
入
者
証
の
「
カ
ー
ド
化
」
を
行
い
、

昨
年
12
月
に
加
入
者
、
被
扶
養
者
の
皆
様
に
そ

れ
ぞ
れ
１
枚
ず
つ
配
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
期
給
付
事
業
で
は
、
年
金
受
給
年
齢
に
達

す
る
、
私
学
共
済
の
加
入
記
録
を
有
す
る
皆
様

に
対
し
て
、
年
金
の
請
求
勧
奨
が
行
え
る
よ
う

準
備
を
進
め
、
本
年
１
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
事
業
で
は
、「
特
定
健
康
診

査
と
特
定
保
健
指
導
」
事
業
が
３
年
目
と
な
り
、

各
学
校
法
人
、
私
学
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

受
診
率
向
上
の
た
め
の
一
施
策
と
し
て
、
受
診

環
境
の
整
備
や
広
報
誌
等
に
よ
る
加
入
者
等
へ

の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
加
入
者
の

ご
要
望
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
利
便
性

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
（
厚
生
労
働
省
）
の
社
会
保
障
制
度
政
策

の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
25
年
に
実
施
予
定
の
、
新

た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

昨
年
８
月
に
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
行
わ
れ
、

12
月
に
は
最
終
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
他
方
、

年
金
制
度
改
革
に
お
い
て
は
、
国
家
戦
略
室
の

「
新
年
金
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
か
ら
、「
新

た
な
年
金
制
度
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

（
中
間
ま
と
め
）」
が
公
表
さ
れ
、
７
つ
の
基
本

原
則
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
団
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
加
入
者
及
び

被
扶
養
者
の
皆
様
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
社
会

保
障
制
度
政
策
の
動
向
を
注
視
し
、
私
学
共
済

制
度
が
国
・
公
立
学
校
教
職
員
と
の
均
衡
を
図

る
目
的
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
十
分
認
識
し
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
卯（
う
さ
ぎ
）」
の
年
。
内
外
と

も
に
多
事
多
難
の
時
代
で
す
が
、
加
入
者
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
教
示
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

大
き
く
跳
躍
し
て
実
り
多
い
年
に
す
る
た
め
、

役
職
員
一
同
、
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



【
掛
金
関
係
】

◆ 

長
期
給
付
分
掛
金
率
の
改
定（
４
月
１
日
）

　

�　

21
年
度
財
政
再
計
算
の
結
果
を
踏
ま
え
、

０・３
５
４
％
引
き
上
げ
、
12・５
８
４
％

と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
分
掛
金
率
の
改
定
（
４
月
１
日
）

　

�　
０・０
７
５
％
引
き
上
げ
、０・９
１
８
％

に
改
定
し
ま
し
た
。

◆�

任
意
継
続
加
入
者
に
か
か
る
標
準
給
与

の
月
額
の
上
限
額
を
38
万
２
千
円
に
変

更
（
４
月
１
日
）

◆�

短
期
給
付
分
掛
金
率
６
・
52
％
の
う
ち

「
特
定
保
険
料
率
に
相
当
す
る
掛
金
率
」

の
内
訳
表
示
（
４
月
１
日
）

　

�　

２
・
44
％
と
な
り
ま
し
た
。

【
資
格
関
係
】

◆ 

標
準
給
与
改
定
の
取
り
扱
い
の
一
部
変

更
（
９
月
１
日
）

　

�　

60
歳
以
上
の
退
職
共
済
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
加
入
者
が
、
定
年
以
外
で

継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
も
、
標

準
給
与
の
即
時
改
定
の
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

◆�

加
入
者
証
の
カ
ー
ド
化
及
び
加
入
者
証

へ
の
「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
」
の
記

載
（
12
月
１
日
更
新
）

【
短
期
給
付
（
医
療
）
関
係
】

◆�

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
負
担
方
法
の
見

直
し
等
を
定
め
た
法
律
が
成
立
（
５
月

12
日
）

　

�　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
負
担
額
が
増

加
し
ま
し
た
。

【
長
期
給
付
（
年
金
）
関
係
】

◆�

22
年
度
の
年
金
額
の
据
え
置
き
（
４
月

１
日
）

◆�
ス
ペ
イ
ン
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
社

会
保
障
協
定
の
発
効
（
12
月
１
日
）

【
福
祉
事
業
】

◆ 

東
京
都
江
戸
川
区
よ
り
東
京
臨
海
病
院

に
高
規
格
救
急
自
動
車
寄
贈（
３
月
19
日
）

◆�

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
改
善

　

▼�

被
扶
養
者
及
び
任
意
継
続
加
入
者
の

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
の
有
効

期
限
を
１
月
31
日
か
ら
３
月
31
日
に

延
長
し
ま
し
た
。

　

▼�

学
校
訪
問
型
の
特
定
保
健
指
導
を
開

始
し
ま
し
た
。

◆�

積
立
共
済
年
金
制
度
「
医
療
保
険
コ
ー

ス
」
の
保
障
内
容
及
び
保
険
料
の
変
更

（
４
月
１
日
）

平
成
22
年 

共
済
事
業
の
年
間
報
告

◆�

平
成
23
年
度
の
「
任
意
継
続
掛
金
納
付

通
知
書
」（
以
下
「
納
付
通
知
書
」
と

い
い
ま
す
）
は
、
３
月
上
旬
に
任
意
継

続
加
入
者
の
自
宅
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
掛
金
を
払
い
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

�　

ま
た
、
掛
金
の
払
込
方
法
（
月
払
・

半
年
払
・
年
払
）
を
変
更
す
る
場
合
は
、

１
月
末
ま
で
に
「
納
付
方
法
変
更
依
頼

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

な
お
、
23
年
度
中
に
75
歳
を
迎
え
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
る
任
意
継
続
加
入
者
の
「
納
付
通
知

書
」
は
、
75
歳
の
誕
生
日
（
資
格
喪
失

日
）
の
属
す
る
月
の
前
月
分
ま
で
を
送

付
し
ま
す
。

◆�

任
意
継
続
加
入
者
期
間
（
２
年
）
が
満

了
と
な
る
と
き
、
又
は
75
歳
を
迎
え
る

と
き
に
は
、「
任
意
継
続
加
入
者
資
格

喪
失
申
出
書
」
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

▼�

満
了
す
る
人
に
は
、
満
了
す
る
月
の

上
旬
に
「
任
意
継
続
加
入
者
期
間
満

了
の
お
知
ら
せ
」
と
国
民
健
康
保
険

等
へ
加
入
す
る
際
に
必
要
と
な
る

「
資
格
証
明
書
」
を
自
宅
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。

　

▼�

75
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、
75
歳
の
誕

生
月
の
前
月
に
事
前
連
絡
及
び
「
資

格
証
明
書
」
を
自
宅
あ
て
に
送
付
し

ま
す
。「
資
格
証
明
書
」
は
、
75
歳

未
満
の
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険

等
へ
加
入
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
（
被
扶
養
者
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
に
送
付
し
ま
す
）。

◆�

任
意
継
続
加
入
者
期
間
が
満
了
す
る
前

に
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
又
は
国
民

健
康
保
険
等
へ
切
り
替
え
る
場
合
は
、

切
り
替
え
る
月
の
前
月
に
「
任
意
継
続

加
入
者
資
格
喪
失
申
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
「
任
意
継
続
加

入
者
の
し
お
り
」
に
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
切
り
取
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の

社
会
保
障
協
定
発
効

任
意
継
続
加
入
者
の
手
続
き

来
年
度
に
向
け
て

　

平
成
22
年
12
月
１
日
に
日
本
と
ス
ペ
イ

ン
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
れ
ぞ
れ
両
国

間
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
二
重
加
入
防
止

と
年
金
加
入
期
間
の
通
算
を
目
的
と
し
た

社
会
保
障
協
定
が
発
効
し
ま
し
た
。



▪
解
約
の
手
続
き

　

毎
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
学
校
等

を
経
て
「
積
立
貯
金
解
約
請
求
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
翌
月
の
20
日
（
土
・

日
又
は
祝
日
に
あ
た
る
と
き
は
金
融
機
関

の
翌
営
業
日
）
に
、
送
金
日
前
日
ま
で
の

利
息
を
つ
け
た
元
利
合
計
金
額
を
学
校
等

の
口
座
へ
送
金
し
ま
す
。

　

解
約
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
と
、
貯

金
は
預
り
金
と
な
り
利
息
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求
の
消
滅
時
効

は
10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▪
脱
退
の
手
続
き

　

退
職
す
る
月
の
前
月
25
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
学
校
等
を
経
て
「
積
立
共
済
年
金

脱
退
申
出
書
」
と
「
積
立
共
済
年
金
給
付

金
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
給
付
コ
ー
ス
の
選
択

　

受
給
資
格
を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た

と
き
に
は
、
年
金
・
一
時
金
・
終
身
保
険
・

医
療
保
険
の
各
コ
ー
ス
の
中
か
ら
給
付
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
と
き
は
、
10

年
を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
開
始
時

期
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、

給
付
は
脱
退
一
時
金
と
な
り
ま
す
。

※ 

給
付
金
請
求
の
際
、
年
金
を
選
択
し
た
と
き
又

は
脱
退
一
時
金
の
給
付
金
額
が
３
０
０
万
円
を

超
え
る
と
き
は
印
鑑
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

 　

な
お
、４
月
末
以
降
に
脱
退
さ
れ
る
方
か
ら
、

印
鑑
証
明
書
の
添
付
は
不
要
と
な
り
ま
す（
死

亡
脱
退
を
除
く
）。

　

任
意
継
続
加
入
者
は
引
き
続
き
加
入
で

き
ま
す
。

　

３
月
中
の
送
金
を
希
望
す
る
と
き

　

2
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
解
約
請
求
書

を
提
出

⬅

　

3
月
21
日（
月
）ま
で
の
利
息
を
含
め
て

3
月
22
日（
火
）に
学
校
等
の
口
座
へ
送
金

退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
～
福
祉
事
業
の
手
続
き
～

　

加
入
者
が
退
職
な
ど
で
資
格
を
喪
失
す
る
と
、
次
の
福
祉
事
業
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
脱
退
・
解
約
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
３
月
末
で
退
職
さ
れ
る
場
合
、
１
月
・
２
月
中
に
手
続
き
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

積
立
共
済
年
金
・
共
済
定
期
保
険
の

給
付
請
求
の
時
効
は
３
年
で
す
。

給
付
請
求
の
時
効

　

３
月
末
で
退
職
す
る
場
合

①
一
時
金
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
と
き

　

2
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
脱
退
申
出
書

と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

⬅

　

3
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
3
月

下
旬
に
積
立
金
残
高
を
脱
退
一
時
金
と
し

て
送
金

②�

年
金
で
即
時
受
け
取
り
を
希
望
す
る
と
き

　

2
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
脱
退
申
出
書

と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

⬅

　

3
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
５
月

20
日
（
金
）
か
ら
年
金
と
し
て
送
金
（
年

4
回
支
払
い
）

③�

退
職
（
脱
退
）
時
一
時
払
掛
金
の
払
い

込
み
を
申
し
込
み
、
年
金
で
即
時
受
け

取
り
を
希
望
す
る
と
き

　

1
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
脱
退
申
出
書

と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

⬅

　

3
月
分
の
掛
金
及
び
退
職
（
脱
退
）
時

一
時
払
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
5
月
20
日

（
金
）
か
ら
年
金
と
し
て
送
金
（
年
4
回

支
払
い
）

④
年
金
受
給
時
期
を
繰
り
延
べ
る
と
き

◦�

2
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
脱
退
申
出
書

と
年
金
受
給
権
繰
延
申
請
書
を
提
出

◦�

医
療
保
険
コ
ー
ス
・
終
身
保
険
コ
ー
ス

は
繰
り
延
べ
と
の
併
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

退
職
（
脱
退
）
時
一
時
払
掛
金
の
払
い

込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
、
１
月
25
日

（
火
）
ま
で
に
提
出

⑤�

医
療
保
険
コ
ー
ス
・
終
身
保
険
コ
ー
ス

を
希
望
す
る
と
き

◦�

２
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
の
契
約
申
込
書
・
告
知
書
を
脱

退
申
出
書
及
び
給
付
金
請
求
書
に
添
付

し
て
提
出

◦�

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
取
り
扱

い
が
異
な
る
た
め
、
事
前
に
私
学
事
業

団
保
健
課
貯
金
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

退
職
（
脱
退
）
時
一
時
払
掛
金
の
払
い

込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
、
1
月
25
日

（
火
）
ま
で
に
提
出

　

任
意
継
続
加
入
者
の
継
続
加
入
は
で
き

ま
せ
ん
。



▪
脱
退
の
手
続
き

　

３
月
末
日
ま
で
に
退
職
す
る
場
合
で
、

４
月
か
ら
９
月
ま
で
（
保
険
料
納
付
済
期

間
）
の
保
障
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
３

月
末
日
ま
で
に
「
退
職
脱
退
申
出
書
」
を

学
校
等
を
経
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
３
月
22
日
（
火
）
に
保
険
料
を
い
っ

た
ん
口
座
振
替
し
ま
す
が
、
当
該
保
険
料

は
６
月
中
に
加
入
者
の
口
座
に
返
金
し
ま

す
。

　

脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き

は
、
退
職
（
資
格
喪
失
）
後
も
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
保
障
の
対
象
と

し
、
保
険
料
は
返
金
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

任
意
継
続
加
入
者
は
引
き
続
き
加
入
で

き
ま
す
。
脱
退
を
希
望
す
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
て
も
、

す
で
に
納
付
済
み
の
保
険
料
に
対
す
る
期

間
は
保
障
を
継
続
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
共
済
定
期
保
険
の
問
い
合
わ
せ
先

　
　

０
１
２
０
（
７
１
６
）
２
６
７

　

   （
月
〜
金 

９
時
〜
17
時
15
分
）

　

退
職
す
る
と
き
の
詳
し
い
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
の
問
い
合
わ
せ
先

　
　

０
１
２
０
（
８
４
４
）
０
２
２

　

   （
月
〜
金 

９
時
〜
17
時
15
分
）

　

貸
付
け
を
利
用
し
て
い
る
加
入
者
が
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
全
額
を
償
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

資
格
喪
失
が
確
認
さ
れ
る
と
、
学
校
等

あ
て
に
即
時
償
還
の
通
知
を
送
付
し
ま
す

が
、
事
前
に
資
金
の
都
合
が
つ
く
場
合
は
、

在
職
中
に
全
部
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▪
任
意
償
還

　

毎
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
「
貸
付
金

任
意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
」
を

提
出
す
る
と
、
そ
の
月
の
定
期
償
還
後
の

元
金
残
を
記
し
た
「
貸
付
金
任
意
償
還
通

知
書
」と「
払
込
取
扱
票（
払
込
通
知
票
）」

を
学
校
等
あ
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
学

校
等
を
通
じ
て
償
還
金
を
払
い
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
任
意
償
還
の
場
合
、

退
職
金
等
の
支
給
時
期
に
関
わ
ら
ず
期
限

ま
で
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

金（
定
期
償
還
金
と
即
時
償
還
金
の
合
計
）

を
退
職
時
に
学
校
等
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
そ
の
他

◦�

住
宅
貸
付
の
団
信
制
度
に
加
入
し
て
い

る
と
き
は
、
最
後
の
定
期
償
還
月
ま
で

適
用
さ
れ
、保
険
料
充
当
金
も
必
要
で
す
。

◦�

住
宅
貸
付
で
半
年
払
償
還
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
１
月
と
７
月
の
任
意
償

還
を
除
き
経
過
利
息
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▪
即
時
償
還

　

全
部
任
意
償
還
の
手
続
き
を
し
な
く
て

も
、
資
格
喪
失
が
確
認
さ
れ
る
と
自
動
的

に
即
時
償
還
と
な
り
ま
す
が
、
資
格
喪
失

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
定
期
償
還
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
即
時
償
還
金
は
加
入
者
の

退
職
後
に
学
校
等
が
払
い
込
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
学
校
等
で
は
退
職
金
の
支
給
が

あ
る
場
合
は
、
住
宅
貸
付
の
ほ
か
一
般
貸

付
等
の
貸
付
け
に
つ
い
て
も
退
職
金
等
か

ら
控
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
金
が
支
給
さ
れ
な
い
と
き
や
償
還

額
に
不
足
が
あ
る
場
合
、
加
入
者
は
償
還

　

�

３
月
末
で
退
職
し
て
４
月
に
資
格

喪
失
が
確
認
さ
れ
た
場
合

①�

学
校
等
か
ら
事
前
に
資
格
喪
失
報
告
書

等
が
提
出
さ
れ
る
場
合

　

４
月
初
旬
ま
で
に
資
格
喪
失
が
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
４
月
分
定
期
償
還
は
発
生

し
ま
せ
ん
。
３
月
定
期
償
還
後
の
元
金
に

利
息
を
つ
け
た
金
額
を
即
時
償
還
金
と
し

て
通
知
し
ま
す
。
団
信
制
度
の
適
用
期
間

は
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

②�

資
格
喪
失
の
確
認
が
４
月
初
旬
を
過
ぎ

た
場
合

　

４
月
分
が
最
後
の
定
期
償
還
と
な
り
、

そ
の
後
の
元
金
残
が
即
時
償
還
金
と
な
り

ま
す
。

　

償
還
金
は
、
退
職
後
に
学
校
等
が
払
い

込
み
ま
す
の
で
、
加
入
者
は
４
月
分
の
定

期
償
還
金
と
即
時
償
還
金
を
学
校
等
に
預

け
て
く
だ
さ
い
。
団
信
制
度
の
適
用
期
間

は
４
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

�

３
月
末
で
退
職
す
る
前
に
任
意
償

還
す
る
場
合

　

3
月
15
日
（
火
）（
必
着
）
ま
で
に
任

意
償
還
申
出
書
を
提
出
す
る
と
、
3
月
分

が
最
後
の
定
期
償
還
と
な
り
、
そ
の
後
の

元
金
残
を
任
意
償
還
金
と
し
て
通
知
し
ま

す
。

　

こ
の
通
知
は
3
月
中
に
送
付
し
ま
す
の

で
、払
込
期
限
ま
で
に
償
還
し
て
く
だ
さ
い
。



　

年
金
積
立
金
の
運
用
の
目
的
・
基
本
方

針
と
平
成
22
年
９
月
末
の
運
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
の
年
金
積
立
金
は
、
年
金

を
将
来
に
わ
た
り
確
実
に
支
給
す
る
た
め

に
、
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
安
全
か
つ

効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
団
で
は
、「
長
期

勘
定
の
余
裕
金
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方

針
」（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
い
ま
す
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
団
で
は
、
基
本
方
針
に

基
づ
く
運
用
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
審
議

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
資
産
運
用

検
討
委
員
会
」（
外
部
の
専
門
家
と
私
学

関
係
者
で
構
成
）
を
設
置
し
、
適
切
な
運

用
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
で
は
、
明
確
な
運
用
目
標
を

設
定
し
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
効
率

的
な
資
産
配
分
）
を
定
め
た
う
え
で
株
式

な
ど
複
数
の
資
産
に
分
散
し
て
投
資
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
定
め
た
基
本
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
を
想
定

投
資
期
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

投
資
環
境
を
考
慮
し
て
も
基
本
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
効
率
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
当
面
は
資
産

配
分
割
合
を
変
え
ず
、
表
の
と
お
り
の
構

成
と
し
て
い
ま
す
（
私
学
共
済
事
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
年
金
資
産
の
運
用
」
参
照
）。

　

運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
家
運
用
で
国

内
債
券
を
、
委
託
運
用
で
国
内
株
式
・
外

国
債
券
・
外
国
株
式
を
運
用
す
る
ほ
か
、

福
祉
勘
定
及
び
助
成
勘
定
へ
の
貸
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
欧
諸
国
の
財
務
問
題
が
表
面
化
し
た

た
め
、
欧
州
で
は
景
気
が
後
退
し
、
ユ
ー

ロ
の
信
用
力
が
下
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

米
国
は
雇
用
回
復
が
遅
れ
、
景
気
減
速
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
為
替
市
場
で
は
、

安
全
資
産
と
し
て
円
が
買
わ
れ
、
大
幅
に

円
高
が
進
み
ま
し
た
。
国
内
景
気
も
影
響

を
受
け
、
円
高
に
よ
る
輸
出
企
業
の
業
績

悪
化
が
心
配
さ
れ
株
価
の
低
迷
が
続
き
、

金
利
も
低
下
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
運
用
環
境
の
な
か
、
基
本
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
資
産
配
分
と
乖
離
が
あ
っ

た
国
内
株
式
、
外
国
株
式
へ
の
資
金
追
加

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
託
後
３
年
が
経
過
し
た
外
国

債
券
は
、
運
用
成
績
を
評
価
し
、
一
部
の

運
用
機
関
を
解
約
し
た
ほ
か
、国
内
株
式
・

外
国
株
式
で
も
、
成
績
が
振
る
わ
な
い
運

用
機
関
や
運
用
体
制
等
に
懸
念
が
生
じ
て

き
た
運
用
機
関
を
解
約
し
、
適
宜
資
産
を

移
管
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
９
月
末
時
点
の
資
産
構
成

割
合
は
、
表
の
と
お
り
国
内
株
式
の
乖
離

幅
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
７
％
と
や
や
大
き
い

こ
と
を
除
き
お
お
む
ね
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
末
に
お
け
る
運
用
利
回
り

は
、
前
年
度
末
と
く
ら
べ
て
評
価
損
が
拡

大
し
た
こ
と
等
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
・
73
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
幅
な
円
高
が
続
き
景
気
減
速
懸
念
が

あ
る
た
め
、
運
用
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今

後
も
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
基
づ
く
運

用
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
年
金
積
立
金

の
性
格
に
鑑
み
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

区　分
基本ポートフォリオ 平成22年9月末
資産配分 許容乖離幅 簿　価 時　価 評価損益 時価構成比 乖離幅 資産別運用利回り

国内債券 65% ±9% 20,823 21,568 745 65.3% 0.3% 1.83%
国内株式 10% ±3% 3,944 3,055 △889 9.3% △0.7% △13.87%
外国債券 10% ±3% 3,673 3,294 △379 10.0% 0.0% △5.52%
外国株式 10% ±3% 3,703 3,431 △272 10.4% 0.4% △9.41%
短期資産 5% — 1,674 1,674 0 5.0% 0.1% 0.24%
合　計 100% — 33,817 33,022 △795 100.0% — △1.73%

�
平
成
22
年
９
月
末

年
金
積
立
金
の
運
用
状
況

平
成
22
年
度

上
半
期
の
運
用
状
況

利
回
り
は
若
干
マ
イ
ナ
ス

年
金
積
立
金
の
運
用
目
的

現
在
の
基
本
方
針

効
率
的
に
分
散
投
資

表　年金積立金の構成割合と資産別利回り（単位：億円）

※　国内債券の中に貸付金等を含みます。
※　修正総合利回りは、4月～ 9月の期間中の利回り（非年率）です。



特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う

■�

（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
取
得
資
金
に

か
か
る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

　

平
成
22
年
中
に
住
宅
貸
付
を
借
り
受
け

た
人
や
22
年
中
に
居
住
の
用
に
供
し
た
人

は
、確
定
申
告
に
よ
り「（
特
定
増
改
築
等
）

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
残
高
証
明
書
を
１
月
中

旬
に
学
校
等
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
貸
付
決
定
時
に
送
付
し
た
書
類

（「
工
事
等
完
了
届
」
及
び
「
建
物
登
記
簿

謄
本
の
提
出
に
つ
い
て
」）
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
居
住
開
始
の
確
認
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
証
明
書
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

提
出
し
て
い
な
い
人
は
速
や
か
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
用
の
書
類
を

送
付
し
ま
す

40
歳
～
75
歳
の
被
扶
養
者
・ 

任
意
継
続
加
入
者
の
皆
様
へ

　

平
成
22
年
度
の
特
定
健
康
診
査
を
受
け

ま
し
た
か
？

　

私
学
事
業
団
で
は
、
40
歳
か
ら
75
歳
ま

で
の
被
扶
養
者
及
び
任
意
継
続
加
入
者
を

対
象
に
、
22
年
度
の
「
特
定
健
康
診
査
受

診
券
」
を
昨
年
６
月
下
旬
に
学
校
等
あ
て

（
任
意
継
続
加
入
者
は
自
宅
あ
て
）
に
送

付
し
ま
し
た
。

　
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
使
用
し

て
指
定
健
診
機
関
（
私
学
共
済
事
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
特
定
健
康
診
査
を
受

け
る
と
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
の
有
効
期

限
は
23
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
し
た
人
に
は
、
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
に
役
立
つ
健
康
情
報
冊
子
「
ク

ピ
オ
（Q

U
PiO

）」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
対

し
て
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
た
め
の

「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
※�

加
入
者
は
学
校
等
か
ら
定
期
健
康
診
断

の
結
果
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
た
こ
と
に
代
え
ら

れ
ま
す
の
で
「
受
診
券
」
は
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。

特
定
保
健
指
導
対
象
者
と 

な
っ
た
皆
様
へ

　

平
成
22
年
度
の
特
定
保
健
指
導
を
受
け

ま
し
た
か
？

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、「
特
定
保
健
指

導
利
用
券
」
を
使
用
し
て
指
定
保
健
指
導

機
関
で
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
・

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
等
の
専
門
家
に
よ

る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
の
支
援
を
、
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
リ
ス
ク
に
応
じ
て
「
動
機

付
け
支
援
」、「
積
極
的
支
援
」
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
）。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
積
極
的
に

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
生
活
、
適
度
な
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
※�

詳
し
く
は
対
象
者
に
送
付
し
た
「
特
定

保
健
指
導
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■�

任
意
継
続
掛
金
納
付
証
明
書

　

22
年
分
任
意
継
続
掛
金
の
納
付
が
確
認

さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
10
月
下
旬
に
「
平

成
22
年
分
任
意
継
続
掛
金
納
付
証
明
書
」

を
送
付
し
ま
し
た
が
、
10
月
の
納
付
証
明

書
発
行
日
以
降
に
初
め
て
当
該
年
分
の
掛

金
の
納
付
が
確
認
さ
れ
た
人
に
は
、
１
月

下
旬
に
「
納
付
証
明
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

21
年
以
前
に
住
宅
貸
付
を
借
り
受
け
、
居
住

を
開
始
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
年
末
調
整
用
の
証
明
書
を
22
年

10
月
19
日
に
学
校
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
の
有
効
期

限
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
健
指
導
を
利

用
中
に
、
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

資
格
喪
失
日
以
降
の
保
健
指
導
利
用

分
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
が
発
生

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で

も
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
特

定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。



（　  ）

（　  ）

（　  ）

詳しくは「私学共済ブック 2009〔給付編〕」及び私学共済事業ホームページ
http://www.shigakukyosai.jp/をご覧ください。

　在職中に年金が決定された人が学校等を退職したときや 65 歳になったときは、年金の算定の対象とな
る加入者期間が増えますので、再度、改定等の請求手続きを行ってください（次の事例をご覧ください）。

年金が決定された後に退職したときなどは

退職共済年金の請求手続きの事例

★：新規年金請求
●：退職したときの改定請求
　 　新規年金請求（★）の手続きが済んでいる人は、退職後、本事業団から請求書類を自動的に送付し
ます。ただし、未決定の場合は自動送付されませんので、ご注意ください。
■：65歳になったときの改定請求
　�　新規年金請求（★）の手続きが済んでいる人は、65歳到達月の前月に本事業団から請求書類を自
動的に送付します。ただし、未決定の場合は自動送付されませんので、ご注意ください。

60歳以前の加入者期間を 1年以上有する人が、在職中に 70歳を迎えた場合

60歳・65歳・
70歳時点での
手続き

60歳以前の加入者期間を 1年以上有する人が、在職中に 60歳を迎え、65歳未満で退職した場合

60歳・退職時・
65歳時点での手
続き

在職中に加入者期間1年未満で60歳を迎えた人が、加入者期間1年を満たし、その後65歳未満で退職した場合

加入者期間 1年
を満たしたとき・
退職時・65歳時
点での手続き

60歳以降に資格取得した人が、加入者期間 1年を満たした後、65歳以上で退職した場合

加入者期間 1年
を満たしたとき・
65歳時・退職時
点での手続き

（　  ）ケ
ー
ス

1

ケ
ー
ス

2

ケ
ー
ス

3

ケ
ー
ス

4

60歳 65歳

65歳

70歳

65歳退職

65歳 退職

★ ■ ●

加入者期間

（みなし退職）

加入者が学校等を
経て請求手続き

在職中のままで70歳に達した場合でも、長期（年金）加入者から
はずれ退職したものとみなされますので、改定請求が必要です。

60歳 退職

★ ■

加入者期間

●
加入者が学校等を
経て請求手続き

12月

12月

■●
加入者が学校等を経て請求手続き

加入者が学校等を経て請求手続き

■ ●

★

★

60歳

60歳

加入者期間

加入者期間

60歳 65歳

65歳

70歳

65歳退職

65歳 退職

★ ■ ●

加入者期間

（みなし退職）

加入者が学校等を
経て請求手続き

在職中のままで70歳に達した場合でも、長期（年金）加入者から
はずれ退職したものとみなされますので、改定請求が必要です。

60歳 退職

★ ■

加入者期間

●
加入者が学校等を
経て請求手続き

12月

12月

■●
加入者が学校等を経て請求手続き

加入者が学校等を経て請求手続き

■ ●

★

★

60歳

60歳

加入者期間

加入者期間

60歳 65歳

65歳

70歳

65歳退職

65歳 退職

★ ■ ●

加入者期間

（みなし退職）

加入者が学校等を
経て請求手続き

在職中のままで70歳に達した場合でも、長期（年金）加入者から
はずれ退職したものとみなされますので、改定請求が必要です。

60歳 退職

★ ■

加入者期間

●
加入者が学校等を
経て請求手続き

12月

12月

■●
加入者が学校等を経て請求手続き

加入者が学校等を経て請求手続き

■ ●

★

★

60歳

60歳

加入者期間

加入者期間

60歳 65歳

65歳

70歳

65歳退職

65歳 退職

★ ■ ●

加入者期間

（みなし退職）

加入者が学校等を
経て請求手続き

在職中のままで70歳に達した場合でも、長期（年金）加入者から
はずれ退職したものとみなされますので、改定請求が必要です。

60歳 退職

★ ■

加入者期間

●
加入者が学校等を
経て請求手続き

12月

12月

■●
加入者が学校等を経て請求手続き

加入者が学校等を経て請求手続き

■ ●

★

★

60歳

60歳

加入者期間

加入者期間

4



退職共済年金を請求するときのポイントいつ？
どうす

る？

生年月日 受給権が発生する年齢
昭和28年4月1日以前 60歳

昭和28年4月2日～昭和30年4月1日 61歳
昭和30年4月2日～昭和32年4月1日 62歳
昭和32年4月2日～昭和34年4月1日 63歳
昭和34年4月2日～昭和36年4月1日 64歳

昭和36年4月2日以後 65歳（注） 昭和 28年 4月 2日以後に生まれた人は、受給
　　  権が発生する年齢が段階的に引き上げられます。

　退職共済年金とは、退職後や老後の生活
の安定のため、全国民共通の国民年金（基
礎年金）の上乗せとして支給される給付の
ことで、昭和 28 年 4 月 1 日以前に生まれ
た人は、60 歳（注）から退職共済年金を受
給する権利が発生します。

　次の●❶～❸の要件をすべて満たしたときに、年金を受給する権利が発生します。

●❶年齢が 60歳以上であること
　※ ただし、上記（注）のとおり、生年月日により受給権

が発生する年齢が引き上げられます。
●❷私学共済の加入者期間が 1年以上あること
●❸ 公的年金制度の加入期間等を合算して 25年以
上あること

被用者年金制度ってなに?
　被用者年金制度とは、民間会社や官公庁等に雇用され
ている人が加入する公的年金制度をいい、私立学校に勤
めている人は私学共済制度に加入しています。

＋

＝

※ 25年に不足している人は私学事業団にご相談ください。

　上記❶～❸の要件をすべて満たしていれば、60 歳に達した日（60 歳の誕生日の前日）に退職共済年
金の受給権が発生しますので、60 歳の誕生日以降に学校等を経て年金請求手続きを行ってください。

　�　上記❶～❸の要件をすべて満たしていれば、加入者期間が 1年以上になった時点で退職共済年金の
受給権が発生しますので、加入者期間が 1年以上になった時点で学校等を経て年金請求手続きを行っ
てください。

●�標準給与の月額や標準賞与の額が高く、在職中は年金額が全額支給停止となる人も、請求手続きは必要です。
●�60 歳前に私学を退職した場合は、60 歳の誕生日が近くなりましたら、本事業団に連絡してください（学校等を経る
必要はありません）。

退職共済年金とは

退職共済年金を受給するには

私学共済制度に加入した期間

国民年金や他の被用者年金制度に加入した期間

25年以上

私立学校に勤めている人

民間会社に勤めている人

国 家 公 務 員

地 方 公 務 員

私 学 共 済

厚 生 年 金 保 険

国家公務員共済組合

地方公務員共済組合

退職共済年金を請求する時期は

※加入者期間が 1年未満で退職（資格喪失）した場合
　 　上記❸の要件を満たしていれば、65歳に達した日（65歳の誕生日の前日）に退職共済年金の受給権が発生します。65歳の
誕生日が近くなりましたら、本事業団に連絡してください（学校等を経る必要はありません）。
　 　なお、65歳以降に資格取得し、加入者期間が 1年未満で退職（資格喪失）した場合は、退職日に退職共済年金の受給権が発
生します。
　 　年金の受給権が発生しているにもかかわらず請求手続きをしないと、時効により年金決定ができなくなる場合があります。
また、私学共済制度も含めて複数の年金制度に加入したことがある場合は、それぞれの制度に年金の請求手続きをする必要が
あります。

60歳時点において加入者期間が1年以上の場合

60歳時点において加入者期間が1年未満の場合 60歳以降に資格取得した場合又は

1

2

3
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